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人的環境と，保育する立場で関わる人的環境の相違を
みることが出来た．
換言すれば，学生を養成する立場で考慮すべきこと
は，こうした人間関係にみる望ましいコミュニケー
ションのとり方を導く必要性を痛感した．
５．まとめに代えて
以上の調査分析結果から，次世代子育て予備軍の子
育て支援方法に関して，「絵本」を主軸にした実践で
は，次のような点が見出された．
（１）次世代子育て予備軍では，「絵本」への興味関
心と，子育て支援材料としての絵本との繋がりが薄い．
（２）キーワード「絵本」は，子育て支援のための素
材として広範なジャンルに展開できるが，具体的保育
実践のためには，再度学習の機会が必要である．
（３）本来の絵本は今日的文化環境の中で，一つの素
材としては簡便で扱いやすく，短時間でマスターでき
る素材であることは立証できた．
（４）絵本やそれに類した素材は，視覚的に受容しや
すい特性をもち，広い年齢層に対応できる．しかし，
保育者養成機関として次世代子育て予備軍には，それ
らの役割を再認識させる必要性を感じた．単なる玩具
的素材として絵本という認識に留まり，発展性がない
という要素が濃かった．
（５）主題から関連して，次世代子育て予備軍には，
言葉を通して作り上げる望ましい人間関係構築のため
のコミュニケーション手法と，その原理のワーク
ショップが不足していることを認識した．
単なる「絵本」だけを素材にして分析しても認識でき
る結果となった．
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